
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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舘岩村
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
・財政力指数：長引く景気低迷による地方税の減収（△10,161千円）などから、0.16%と類似団体平均値と同率と
なっている。退職者不補充等による職員数の削減や特別職の期末手当での10%減額支給等による人件費の削
減を行うと伴に、緊急に必要な事業を峻別し投資的経費を抑制する等、歳出の見直しを実施し、また税収の徴収
率向上対策を中心とする歳入確保に努める。
・経常収支比率：平成14年度決算において経常収支比率が80%を超え、平成16年度決算では91.4%と大幅に上
昇した。これは、地方税や地方交付税等の一般財源が減収する一方で扶助費、繰出金が増加し、公債費の償還
が大きな負担となっているためである。また、公債費のピークは平成22年度と予想されているので、今後十分な
注意が必要となってくる。
・起債制限比率：類似団体平均比率より1.3ﾎﾟｲﾝﾄ上回っている。主な要因は普通建設事業費の財源として起債
の借入で対応してきたためである。償還のピークは平成22年度に予想されているが、これは平成14・15年度で
行った「医療包括施設整備事業」の償還による。
・人口1人当たり地方債現在高：類似団体平均値を上回っている。主な要因としては、平成14・15年度に実施し
た「医療包括施設整備事業」（総事業費1,396,270千円　うち起債1,033,200千円）等があるが、新規事業の抑制等
により今後類似団体平均の水準になるよう努力する。
・ラスパイレス指数：平成16年指数は90.4%で平成17年指数は90.5%となり0.1ポイントの増となった。昇格等の抑
制をしてきたこともあり、類似団体平均指数より低い値となっている。
・人口1,000人当たり職員数：退職者不補充により類似団体平均値を下回っている。ITの活用等により行政サー
ビスを低下させることがないようにしながら、より適切な定員管理に努める。
※平成18年3月20日　田島町・伊南村・南郷村と町村合併の予定となっているため、今後の財政運営については合併後検討する。


